
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               

 

 

【申込・問合せ】北区十条台１-２-５ 北区立中央図書館事業係 

電話 5993-1125・ファクス 5993-1044 

1２月 3 日（月）・17 日（月）……………………………………………… 中央図書館休館 

毎週月曜日 ………………………………………………………中央図書館以外の図書館休館 

12 月２9 日（土）～１月 4 日（金）………………………… 年末・年始のため全館休館 

刊行物登録番号 

29 – 2 - 125 
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〒114-0033 
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今年度の開館日時が一目でわかる『北区図書館カレンダー2018.4～2019.3』は、区内図書館で配布しています▲ 

 

」ていきましょう」 

※１２月２8 日(金)は、全館午前９時～午後５時まで 

 

」ていきましょう」 

１０月２８日(日)、 

中央図書館で「朗読 

で紡ぐ名作の世界」を 

開催しました。 

 演目は、田端文士・ 

芥川龍之
あ くたがわ りゅうの

介
すけ

の代表的 

短編として知られる『鼻』 

(新潮社ほか)。続いて 

１０年前の名作で、浅
あ さ

 

田
だ

次郎
じ ろ う

の『夕映
ゆ う ば

え天使』(新潮社)をプレイバック。そして藤沢
ふ じ さ わ

周
しゅう

 

平
へい

の『日暮れ竹
たけ

河岸
が し

』(文藝春秋)所収の短編で、北区の名所 

が舞台の「飛鳥山」です。 

演者は、「北区図書館活動区民の会」会員で朗読歴２８年 

の石田
い し だ

澄子
す み こ

氏と中央図書館職員です。 

滑稽な長い鼻を持つために、人々にからかわれ陰口をされる僧

侶の悩みをユーモラスに描いた『鼻』で、石田氏は揺れ動く主人

公の心情を柔らかな口調で鮮やかに浮かび上がらせました。 

変わって、下町のさびれた中華料理屋に現れたわけありげな女 

と中年店主のほのかな恋の顛末
て ん ま つ

を描く『夕映え天使』では、職員 

     が一人芝居さながら 

に、登場人物すべて 

の声色
こ わ い ろ

を変えて演じ 

分けました。 

締めくくりは副題に 

                          “広重「名所江戸↗ 

  

↘百景」より”と付された作品集の一編「飛鳥山」です。 

花見客で賑わう桜の名所で、男に強い不信感を抱く女が

胸のざわつくほどに美しい幼女と出合い、歓喜に震えます。

「もしやこの子こそ自分に授かるはずの子ではなかったか」と、

見ず知らずの幼女を抱き寄せて…。という切ない女の性
さ が

が、

石田氏の深みのある朗読で巧みに表現され、参加した方も

じっと耳を傾けていました。 

 

 

 

 

１１月３日(土・祝)、中央

図書館でＤＶＤ上映会「疎開

した４０万冊の図書」を開催し

ました。 

この作品は、戦争中の１９

４４年から４５年にかけて、１

年に及ぶ過酷な作業もいとわず 

に蔵書４０万冊を疎開させて

戦禍から救った都立日比谷図

書館職員と都立一中生(現日

比谷高校生)たちの記録です。 

 先人のこうした果敢な行動が 

なければ、日本文化の多くは失われていたでしょう。 

参加した方からは「初めて知りました。感謝です」「心ある

人たちの連携に感動」「貴重な資料を基に作られたドキュメン

タリーには重みがありました」「過去も今も本を守る人がいるこ

とに胸がいっぱいになった」などの感想をいたただきました。 

 

  

▲「飛鳥山」の朗読で、職員と息の合ったセリフ 

の掛け合いをする石田
い し だ

澄子
す み こ

氏(左) 

▲「区民の会」スタッフによる 

手づくりのポスター 



 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１７日(土)、中央図書館で、國學院大學講師・高村
た か む ら

聰史
さ と し

氏と、日本近 

現代史研究家・黒川
く ろ か わ

徳男
の り お

氏によるシンポジウム「陸軍のまち赤羽・十条、海軍のまち 

横須賀」を開催しました。 

幕末まで半農半漁の寒村だった横須賀は、明治新政府が幕府から引き継いだ製 

鉄所(後
の ち

の横須賀造船所)完成後、軍港都市として飛躍的に発展していきます。 

 高村氏は、海軍と都市形成の関係、海軍依存脱却の試み、そして戦後、横須賀が観光資源として「米海軍基地の街」というイメー

ジをいかに広めていったかを、ご自身も編纂に携わった横須賀市史ほか豊富な資料や聞き取り調査を基に克明に解説してくれました。 

 一方の北区(赤羽・十条)は水運に恵まれ、区内に日本初の民間紡績会社(鹿島紡績所)ができ、やがて渋沢栄一が抄紙
し ょ う し

会社

(後
の ち

の王子製紙)を創業したのをきっかけに、急速に近代化が進んだ街です。 

黒川氏は、北区の道路・鉄道・橋梁等の整備に陸軍が重要な役割を担ったこと、また区内におびただしい数の軍需工場があり、軍

用地が区の面積の１割を占めていたことなど、陸軍と地域との密接な関わりを、公文書や独自の研究から紐
ひ も

解
と

きました。 

 ディスカッションでは、「終戦時、アメリカへの労務提供や接収は、住民にすんなり受け入れられたのか？」「軍港や軍事施設があったこ

とで住民の暮らしはどう変わったか？」「戦後、軍事施設は地域にどんな影響をもたらしたか？」など多くの質問が寄せられ、参加した方

の関心の高さがうかがわれました。 

 

 

 

１１月１０日(土)、中央図書館で「この本が好き！」をテーマ

に恒例の「知的書評合戦ビブリオバトルｉｎ赤レンガ図書館」を行

いました。発表者は、いずれ劣らぬ熱い想いでお薦め本をアピール

し、観戦者の質問にも丁寧に答えていました。 

紹介されたのは、『萬葉 

集注釈 巻第一』(澤瀉
お も だ か

久
ひ さ

 

孝
たか

/著 中央公論社)、『も 

ものかんづめ』(さくらももこ/ 

著 集英社)、『レインツリー 

の国』(有川
あ り か わ

浩
ひ ろ

/著 新潮 

社)、『本日は、お日柄もよ 

く』(原田
は ら だ

マハ/著 徳間書 

店)、 『あなたに贈るＸ(キ 

ス)』(近藤
こ ん ど う

史恵
ふ み え

/著 ＰＨ 

Ｐ研究所)の５冊。注目の 

チャンプ本は、田口
た ぐ ち

竜
た つ

幸
ゆき

さん 

お薦めの『本日は、お日柄も 

よく』でした。 

今回が２度目の参戦とな

る田口さんは、「ことばの大

切さを私は祖母から教わりま

した。そのことばの力を今日

皆さんに伝えられて良かった

です」と、嬉しそうにコメントし

てくれました。 

 

笑顔の田口
た ぐ ち

竜
たつ

幸
ゆき

さん    

◀チャンプ本を手にしてニッコリ 

１１月１１日(日)、 

中央図書館で、田端文士 

村記念館研究員・石川
い しかわ

士
し

 

朗
ろ う

氏による講演会「芥川龍 

之介の生涯～その光と影」 

を開催しました。 

いま、芥川をはじめとする 

文豪をキャラクター化した漫 

画やゲームが流行しており、 

それをきっかけに、記念館に足を運ぶ若い方たちが増えてい

るそうです 

文豪・夏目漱
な つ め そ う

石
せ き

に才能を認められ、詩人・室生
む ろ う

犀
さ い

星
せい

をし

て「王様」と言わしめ、輝かしい作家人生を送った芥川です

が、一方で実母の病、自死など闇の面も持っていました。 

講演では、母との別れ、処女作『鼻』を絶賛した夏目漱

石の本人宛書簡の紹介、田端転入時の様子や多岐にわた

る交友関係、そして作家として家庭人としての芥川の暮らし

ぶりなどが丹念に語られました。 

参加した方からは「芥川が甘党だったことや、息子比呂志
ひ ろ し

の作文の紹介など私生活にも触れていて、とても楽しく聞け

ました」「知らない話もたくさん聞けて面白かったです」「(芥川

は)遠い存在でしたが、身近に感じられるようになりました」な

どの感想をいたただきました。 

北区立図書館80 周年記念 北区図書館活動区民の会10 周年記念 

北区立図書館80 周年記念 

北区図書館活動区民の会10 周年記念 

▲高村
たかむら

聰史
さとし

氏(左)と黒川
くろかわ

徳男
のりお

氏 

石川
いしかわ

士
し

朗
ろう

氏 

▲田端文士村記念館研究員 




